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2Ka-7　　　　幼児の大きめ長ズボンの着用時の動作性

　　　　　　　東京学芸大　鳴海多恵子　○中村あかね　大妻女大短大　布施谷節子

　［目的］乳幼児の長ズボンについては、身体寸法より１、２サイズ大きめのものが選択・購入
されていること、さらに、大きめサイズのズボンを着用させることは、子供の動作に不都合が
あり、危険ですらあることを親が認識していることを、筆者らは先に報告した。本研究では、
幼児が大きめサイズの長ズボンを着用した時の動作に及ぼす影響について実験的に明らかにす
ることを試みた。また、幼児を被験者とする着用実験の方法及び解析方法についても検討した。

　［方法］被験者は４歳児3名とし、被験者に最も適したサイズと、それよりも大きめサイズの

ズボンと、より裸体に近い着衣としてスパッツを試験着とした。実験は小規模の運動会形式を
想定し、種々の遊びを連続的に行わせ、その中から2 Om走、靴の着脱、階段昇降の３動作を

中心にビデオ撮影による観察と画像解析による測定を行い、３試験着間の動作の比較を行った。

　［結果］①着用実験として遊びの要素を取り入れ、連続した動作の中で、衣服の動作への適応
性を把握することは、被験者に実験としての緊張感や違和感を与えず、幼児の動作の実態と一
致した結果が得られ有効であった。②大きめサイズでは、走る動作において。前屈みの姿勢を

とったり、膝が外向きになったり、腿が上がらないなどの現象が観察された。靴の着脱では、
裾が靴の中に入り時間がかかった。階段昇降では、膝をついて上り、降りるときは飛び降りる
など重心の移動に時間がかかることが確認された。③概して、大きめサイズを着用して動作を
繰り返すと着崩れの程度が大きく、危険性が高いことが明らかとなり、特に股上や腰部におけ
るずり落ちが幼児の動作性を妨げていると考えられた。

2Ka－8 ピアニストの着衣状態と演奏効果との関係
甲南女大短大　○木岡悦子　森由紀　中山マサヱ

　目的　女陛ピアニストの演奏が、着衣の状態によって何らかの影響を受けるのかどうか

にっいて、演奏者の心身の反応を、脈波・筋電図一動作分析を通して実験的に考察すると
ともに、演奏効果の差異をSD法により検討した。

　方法　被検者は30歳のピアこスト。実験用衣服Ａは、胴部ヽ袖部が体型にフィットした
密着型長袖ブラウス（綿・ブa ―ド）とロングスカートで、対照服Ｂは、演奏会用に作製

した、袖のないロングドレスを用いた。実験場所は本学音楽室。実験の手順は入室後安静
30分、左耳垂に脈波計、右上腕の二頭筋・三頭筋に筋電m電極を装着し、Ａ服着用安定後
ピアノ演奏を開始した。（曲目･ﾌﾞﾗｰﾑｽｿﾅﾀNo.3作品5）演奏時及びその前後の安静時にそれぞ

れの測定を行った。実験服Ｂにおいても同様に実施した。2週間後A - B実験服の着用実
験の順序を逆に行った。筋電図より積分値を求め、脈波より脈拍数を読み取り、着衣状態
による生体の反応を分析した。なお、演奏中の背面及び側面をビデオ撮影し、同時に音の

収録を行った。曲中３ヵ所を30～40秒づつ抜粋し、20名の被検者に呈示した。ダイナミッ
ク・レンジ　鋭い一鈍いなど、形容詞対10項目からなるSD尺度で5段階嘔平定を行わせた。
演奏時の体型変異をビデオ画像より分析し、スティックピクチャーから動作量を解析した。

　結果　B着用時がＡ（密着服）に比し筋電図積分値が大で、特に上腕三頭筋において大
きな差異がみられた。脈拍数にっいてはＡ服の方が高値を示した。Ａ着用時の腕の動きの
不自由さを体でカバーしていることが、動作分析から読み取れた。また、音刺激に対する

評価では、Ｂ服着用時の「音にひろがり」「のびがある」に高い評定平均値が得られた。
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